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を
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う
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そ
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を

。

は

て

再

キ

よ

ぺ

う

て

と

の

る

を
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れ
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を
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を
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各 地 の た よ り

一 ル･A･マ ッ ク ス ウ ェ ル長 老
,七 十 人 第

一 定 員 会 会 員 の ジ ョセ ブ･B･ワ ー ス リ ン

長 老,ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン長 老,ラ ッ

セ ル･C･テ イ ラ ー長 老,J･リ チ ャ ー ド

･ク ラ ー ク長 老 で あ る。

初 代 神 殿 長 と し て 召 さ れ た ハ ー ラ ン･

W･ク ラ ー ク神 殿 長 は,1935-37年 に 宣

教師として,1970-73年 に伝道部長 とし

て南アフリカの地で伝道の業 を進めた。

南アフリカの教会員 は,神 殿 の建築 を

予言の成就 と考 えている。 しか しその陰

には,長 年 の間惜 しむことなく多額 の献

金 を行 なった会員の犠牲がある。 自分 の

自転車を売って献金に充てた少年 もふた

りいた。そのようにして 自国に建築 され

た神殿 について,あ る改宗者は,｢こ の祝

福のためには何 でも喜 んでするつもりで

す｣と 話 している。今 や神殿の儀式 と誓

約 を通 して与えられ るすべての祝福が,

ア フ リカに住 む教会員にも広く及ぼうと

しているのである。

■
■
聞
σ17 目 尉曲施

毛ルモン･幽麗ナ勿 レ自

㌻》

団

㌶声
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終
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う

モ

ル
モ

ン

･
タ
バ

ナ
ク

ル
合

唱
団

囁"鷹侮 睾･

●大阪･名 古屋地区からの

レポー トー｢音 楽により一

層の広が りが感 じられまし

た｣

350甥鷺欝繍 隼乏藁総
6年 ぶ り2回 目の来 日を果たし,大 阪,

　
名古屋,東 京,つ くば科学技術博覧会,

日本武道館での｢24時 間 テレビ･愛 は地

球を救 う｣の チャリティー番組の出演と

合計13回 の公演 をしました。

8月16日,夕 日を受 けて,団 員 を乗せ

た2機 のチャーター機 が大阪空港 に舞い

降りてきました。 しか し,ス タッフや同

行 した家族を含 めて500人 を越す大所帯

が通関手続 きをするのには,か なりの時

間がかか り,地 域会長会のキース･W･

ウ ィルコックス長老を始めとする出迎 え

の聖徒 の前に彼 らが現われたときは,も

う夜の8時 でした。拍手の中,合 唱団の

ウェンデル･M･ス ム ー ト会長,指 揮者

のジェラル ド･D･オ トリー兄弟などに花

束が贈 られ,｢16時 間の旅のあとで大阪で

受けた歓待は,本 当にうれ しかったです｣

と団員 のひ とりは語 っていました。

今回の公演旅行 の皮切 りは,翌17日 午

後3時 の梅 田のザ･シ ンフォニー･ホ ール

での公演です。輝 く金管楽器,天 にまで

響 くパイプオルガンの伴奏 とともに,重

厚な大合唱が会場 に響 きわたるのを息を

ひそめて聴 き入 りました。

6年 前の合唱団は,男 女が左右 に分 か

れて整列 していましたが,今 回は写真 に

見るように市松模様の並び方です。 これ

は｢ミ ックス ド･フ ォーメーション｣と

言って,音 の配合 を良くするため昨年 か

ら採用されたと聞きました。

また,6人 の管･打 楽器が伴奏 に加わっ

て い ました。彼 らにあ とで聞 いてみた

ところ,｢我 々 はBYUの 音 楽 の教 員 で

作 っている合奏 団です。昨年夏のカナダ

と米国東部 での コンサー ト以来,合 唱団

の公演旅行 に同行 しています｣と 話 して

くれ ました。

このため,6年 前 に比べて音楽 により

一層の広が りが感 じられました
。
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●っくば科学万博会場の5,000人 を収容できるエキスポプラザでタバ

ナクル合唱団の公演に耳を傾ける聴衆

媛
廟

●8月2旧 の 東 京NHKホ ー ル の 公 演 に は1985年 度 ミ ス･ア メ リカ の

シ ャー リー ン･ウ エル ズ姉 妹 が あ い さ っ に立 った

驚

罵

諜
携

覇蘇

繍
.
磁
臨

モルモン･タ バナクル合唱団日本公演

同行記一感動に満ちた｢よ きおとずれ｣.

タバナクル実行委員 念垣 郷太郎

ギ隷美獅鴨熟盤
そうかい

る涼風を胸一杯 に吸い込んだ爽快 な気持

ち･あ のすば らしい感動 に満 ちた公演

の数々を贈 り物 として,モ ルモン･タ バナ

クル合唱団一行 は8月28日(水),13日 間

の長期 コンサー トツアーを終 え,成 田国

際空港 より帰国 されました。

来演を心待 ちにしていたときには｢永

く｣,終 わ ってみると,実 に｢短 く｣思 わ

れました。

モルモ ン･タ バナクル合唱団の再来 日

公演は,音 楽を愛する人々,ま た良い音

楽 を聴 きたい と強 く望 んで いた人 々に

とって,ま さに待ちこがれていた｢よ き

おとずれ｣で した。一行 が来 日した8月

16日(金)は,早 くから出迎えの入々が

集 まり,前 回に引き続 き主催された中

京テ レビの横 山昭夫 局長,笹 崎景 久事

業部長 ほか関係者,教 会 側 よりア ジア

地域会長会 のキ ース･W･ウ ィ ルコ ッ

クス長老,ま た大阪地区担当の浜田博之

大阪ステーキ部長,中 村 晴兆大 阪北ステ

一キ部長をはじめとして近郊地域の教会

員および知友の方々,1関 係者 を含め,約

300人 ほどにな りました。

再来 日の方,初 めての方,皆 口々に｢美

しい日本に来 られ た喜 びでいっぱいです。

……精 いっぱい
,期 待 に応えられるように

最善を尽くします｣と 胸をときめかせ,何

人もの方々がその喜びに涙 しておられま

した。

来 日公演の初 日,8月17日(月)大 阪

シンフ ォニー･ホ ールでは,満 場 の期待

を越えたすばらしく充実 した演奏が繰 り

広げられました。正面 中央に位置するパ

イプオルガ ンの荘厳な音律に包 まれたハ

ーモニーの重厚さに加 えて
,金 管 アンサ

ら

ンブルの輝かしく透明な響楽 は,ま さに

天上の音楽の美 しさに も思える壮麗 さで

した。続 いて,バ ッハのカンタータを流

麗に唱い上げ,織 りなす4声 部8パ ー ト

の豊かな色彩 のポ リフォニーの美 に整合

する伴奏部,そ の器楽 の鮮やかな音律 が

ホールの隅々まで行 き渡 り,楽 響 の気高

さに圧倒 される聴衆 を一瞬のうちに深遠

な音 の泉の中に引 き込んでしまったよう

で した。

感動的な宗教 曲の数々を終え,休 憩後

の第2部 は,あ のフロンティアの源流 を

思わせる,楽 しく,快 活で:健 康 そのも

のといった｢ア メリカの古 い歌｣。 それに

日本の心で唱い上げた｢赤 とんぼ｣は,

美 しく懐 しい憧1景を見事 に描 きあげてい

ました。｢さ くら｣は 日本の美 を象徴する

様 々な要素が込め られていますが,そ の

シンプルで美しい旋律 を自在 に変化 させ
りょうらん しゆんげん

て,百 花 練 乱の内に峻 厳な美 の極 みと,

現世 を越 えて行 く,永 遠 の時の広が りと

尊さとを感 じさせる一篇で した。 日本を

深 く理解 した秀逸でした。

後半の ミュージカルメ ドレーからは合

唱団 と聴衆 とが一体 となった,実 に楽 し

いステージで,い ずれの会場でも手拍子

にあふれ,打 ち溶けて,両 者がまったく

同化 して しまった様子で した。

アメリカで｢音 楽 とよきお とずれ｣の

番組 を司会するJ･ス ペンサー･キ ナー ド

兄弟 の心深 く語 りかけるメッセージは,

会場 の人々の胸 中に静かな喜びと勇気を

与え,開 拓者たちの苦難を乗 り越 えた歴

史の重み と証をもって私 たちを励 まし,

｢恐 れず来れ聖徒｣ ,と語 りかけて くれま

した。

アンコールの数曲は,い ずれもベス ト

ナンバーでしたが,｢リ パブ リック讃歌｣
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墜 一､穆 避 梅?｢鑑 ～誉
●(右)チ ャ リテ ィ ー･テ レソ ン24時 間テ●(左)公 演を無事に終えて喜びを共にするウォールベック･ヨ シエ姉妹とオ トリー夫人

レピ｢愛 は地球を救う｣(日 本テレビ系放送)に 出演中のモルモン･タ バナクル合唱団(日 本武道館で)

脅疇

き,何 か特別な神様 の力を感 じました。

あれだけの人数 にもかかわらずすばらし

い一致 とハーモニーに,ま た謙虚で友好

的な団員たちに心 うれ しい気持 ちでした。

ソロで歌った兄弟のあのすばらしい表情

を忘れることがで きません。｣(旭 川･1姉

妹)

｢私 は64歳 の主婦です
。姪に誘われて

このコンサー トに来 ました。昔,勤 めて

いた会社の合唱団に入っていました。発

･表 会 ではソロで歌 った経験があります。

今 は昔のように声 は出ませんが,ま たコ

ーラスをやってみたい と思いました
。女

性 コーラスがとても美 しく,ま た歌われ

た曲もとて も美 しいものばか りで した。

あのようにすばらしい合唱団の中で歌 え

ると楽 しいでしょうね。美 しい歌声や団

員のほほえみに合唱団一人一人の人格 が

うかがえるようでした。｣(東京･Mさ ん)

｢日 本 の人々への心配 りが すば らし

かった。霊的なコーラスあ りがとう。｣(埼

玉･Yさ ん)

｢歌声 も鼻かったが
,そ れ以上 に歌 っ

ている人たちの笑顔 が心に残 っている。｣

(東京･Hさ ん,K氏)

｢久 しぶ りで陶酔 できるコーラスを聞

かせていただきました。人数 に頼 りが ち

なコーラスが多い中で,実 にすばらしい

ハーモニーでした。特 にピアニ シモは絶

妙で した。赤 トンボは 日本 の合 唱団 より

気持ち(情 景)が 出ており,感 服 しまし

た。多少 コー ラスをたしなむ小生強 く反

省 させられました。｣(東 京･A氏)

｢き ょ うは,私 の息子が入院 している

聖 マリアンナ医大の看護婦 さんに誘われ

て妻 と一緒に来 ました。 とても感動 しま

した。特 に 『恐れず来 れ聖徒』 の曲 に

は,勇 気づけられた思いです。｣(川崎市･

A氏)

いずれの公演でもステージの合唱団員と

会場の聴衆 との間に,温 かい心の交流が感

じられました。この公演 のために尽力され

た主催者ならびにスタッフの方々 には,

多忙 にもかかわらず,ご 支援 ご協力をい

ただきました。 また,新 聞,放 送,音 楽

誌など報道関係の方々,音 楽関係諸団体

の方々 に,心 から感謝 申しあげます。準

備 から終演 まで約半年の間,終 始励 まし

と見守 りの中に全力投球 して くださいま

した地区代表の岡本亮長老,今 井一 男実行

委員長をはじめとするタバナクル実行委員

会および関係者の方々にも重ねて感謝申し

あげます。(ね んがき･こ うたろう)

●8月25日 の レセ プシ ョン に 出席 した ア ジ ァ地 域 会 長 会

(左 よ リキ ー ス･W･ウ ィル コ ッ クス 第;副 会 長,ジ ェイ コプ･

デ ィエガ ー第 一 副 会 長,ウ ィ リアム･R･プ ラ ッ ドフォー ド会長)
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話 します。すると彼 らはうなずきながら

も,ほ とんどの場合 こう聞き返 すのです。

｢1979年 の 日本公演に行 きましたかP｣

そ して私が行かなかったと答えると,｢あ

の公演が今 までで一番で したよ。 とても

よく準備 されていましたしね。 日本の人

人もやさしくて親切でしたよ｣と 言うの

で した。第1回 日本公演に参加 した合唱

団員 は,そ のことを思 い出すだけで幸福

そうな顔をするのです。

そして今年の2月,第2回 日本公演が

決まったことを知 らされました。第1回

の公演を思 い出すだけで彼 らはどうレて

それほど幸福になれるのでしょうか。私

は是非 とも自分 でそれ を確 かめたいと思

い,こ の機会に感謝 しました。そして,

宝石のような島国 に着 いてからこのこと

がわかるまで,長 くはかか りませんでし

た。

東京 を歩 いているとき,ふ たつの出来

事 を目撃 しました。どちらも大 したこと

ではあ りませんが,私 にとっては日本人

の心をよく表わしていると思われる出来

事 でした。

ひとつは朝のラッシュ時のことです。

車が列 をな している交差点で,2台 の車

が右折 しようとしていました。一方の運

転者がもうひとりに急 いで曲がるように,

警笛を何度 か鳴らしました。このふたり

はきっと怒 っているだろうと思 っていま

したが,互 いに笑顔 で運転 していました。

もうひとつは皇居前広場でのことです。

おじいさんとその家族が一緒に歩いてい

ましたが,水 飲み場 の所 で立ち止 まりま

した。お じいさんが水道 の蛇口に顔 を近

づけて栓 をひねると,水 が勢いよく飛び

出して顔 にかかりました。 けれどもおじ

いさんは,腹 を立てるでもなく,家 族皆

で大いに笑 い,ま った くかかわ りのない

外人の私 でさえもついそのおかしさに引

き込まれてしまうほどでした。

幸福な家族 に,幸 福 な人々。 これが,

初 めての 日本旅行 で私 が受けた印象で し

た。そしてもうひとつ,ほ かの人を幸福

にし喜びをもたらす日本人のすば らしさ。

大阪では,私 たちが飛行場 に着 くとた

くさんの教会 の方々が出迎えてくれ まし

た。この熱狂的な兄弟姉妹の姿を見て,

8

各 地 の た よ り

私の心 は喜 びで いっぱいになりました。

名古屋 の会員 たちは,私 たちのために

貴重な時間を割 いて最高の食事 を作 って

もてなし,歓 待 して くれ ました。

東京では神殿職員 が休 日にもかかわら

ず出勤 し,エ ンダウメン トの儀式 をして

くださいました。私 の人生の中でこれほ

ど心を動かされた儀 式は,い くらもあ り

ません。

会員,非 会員を問わず,私 たちは人々

から数々のもてなしを受け,親 切 にして

いただきました。 ここに書 いたものは,

ほ んの一部 です。 そのお礼 に,私 たちの

歌 によって皆 さんに幸福 な気持 ちを感 じ

てもらえたらと願 っています。

私 たちには,聴 衆の皆 さん一人一人の

明るく笑 っている顔が見 えました。 また,

皆 さんは舞台か ら最後の団員が退場する

まで拍手を してくださいました。 しかも

あの暑 い日,筑 波の野外 ステージが会場

だったときにもです。

私は求道者の方々 にタバナクル合 唱団

のテープ をお贈 りすることができました。

両耳 に補聴器をつけた老紳士 と,30代 の

魅 力的な女性 と,14歳 の活発 な少女です。

また,す ばらしい会員の方々や宣教師た

ちと握手をしました。今までタバナクル

合 唱団が訪問 して出会 った人の中でも,

一番幸福 そう.な人々でした
。

どの公演 も最初の曲は,｢地 球 に住 むす

べての人々,明 るい声で主 に歌 う……神

のみ前に来 りて喜べ｣と いう歌詞.で始 ま

勧 のでした.私 たちの齢 は,す でに

幸福 を感 じている人に福音 の喜 びを紹介

す ることです。私 たちはその代 わりに,

その人々から大きな喜 びをいただきまし

た。たくさんの人々 との触れ合 いが実 を

結び,ま た,聖 霊の力によって多くの人.

人 の心が救 い主イエス･キ リス トに向け

られますようにお祈 りじます。

また,日 本の忠実な聖徒 の皆さんの心

に,最 後の曲がいつまでもこだましてい

ますように。｢ま た逢 う 日まで 神 よ,
い

ともに在 ませ。｣(｢讃 美歌｣84番)〔 ジム

･ア ダムズ:ユ タ州在住
,36歳,2児 の

父親〕

｢わが思いは,あ なたがたの

思いよりも高い｣

一タバナクル来日を伝道の機会として一

名古屋西ステーキ部長 堀 田 徹

△ 年の夏のタバナクル合唱団の来日

==フ 公演は,名 古屋の地におきまして

も1979年 以来 の大きな出来事で ございま

した。

私 も妻や母 と相談 して,招 待 できそう

な人々を リス トア ップいた しました。80

キロ以上 も離れた地 に住む姉夫婦2組,

そして妹夫婦,会 牡 の社長,店 長,大 学

教授の奥 さん,妻 の友人などを列挙 しま

すと25家 族以上にもな りました。次々に

電話でモルモン･タ バナクル合 唱団につ

いて説明 をいた しました。姉夫婦 も休暇

を取 って聴きに来て くれ ることにな りま

した。自分 たちの呼びかけるべ き人々は,

ほ とんご電話 をしました。切符 は発送 し

た り,持 って訪問 した りして,手 持ちの

切符はすべて来ていただく方の手元に届

けてほっとしていました。 あとは美 しい

歌声 を聴 くばか りです。

そして,い よいよ明 日は,合 唱団が名

古屋 に来 て公演 をするという前の夜8時

15分 を過 ぎた頃,電 話のベルが鳴 りまし

た。 それは,監 督 からの電話 でした。

｢ど うしてもなんとかしなくてはな ら

ないタバナクル合唱団の切符が数枚残っ

ているんです。｣

私 は尋ねました。｢数枚 って何枚のこと

ですかP｣

｢4枚
,え え一っと5枚,い え,合 計

で6枚 にな ります。今 まで一生懸命売 っ

や
毒
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各 地 の た よ り

灘

(イザ ヤ55:8-9)

教 会員でないたくさんの人々 にタバナ

クルのこ.とを知 ってもらうよい機会 とな

りました。叔母 は公演から帰って くると,

｢本 当にすばらしかったねえ,も う感動

して しまって,孫 たちもそれはそれ は大

喜びでね｣と 心か ら喜んで くれました。

また,岐 阜の友達 との昼食会 を早々に

引き揚げて,タ バナクル合 唱団の公演に

トンボ返 りで駆 けつけてくださった奥 さ

んは,｢私 は,も う,あ まりにすばらしく

.
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て涙が自然 に流れて流 れて仕方がなかっ.

た んで す よ。最 後 のハ レル ヤ コーラス

(｢リ パブ リック讃歌｣)は,一 緒 に歌 っ

てしまいました｣と 。

タバナクル合 唱団の来 日は,確 かに主

の予言者の啓示を通 してなされた神 の伝

道 の業 であった と証 します。主はこのよ

うにしてみ業を進 められ ます。神 は実 に

生 きて い らっしゃる ことを証 します。

(ほ った･と おる1985年9月15日 の大

阪･名 古屋地区大会 のお話 より)

東鶉轟静岡地区独身粥 顯富難灘圏一勤
力繊翫 隣蛎 醐6漏 欝 細0蹴 参加

r6 つのステーキ部の独身成人がひ

とつ所 に集 まり,カ ンファレン.

スを開 きたいという願 いがかなうときが

やって来 ました｣と いう相 良健一地区代

表の開会 の言葉で,8月14日 か ら4日 間.

にわたる富士 グリーンカンファレンスが,

富士緑の休 暇村に,静 岡ジ横浜,東 京西,

東 京,町 田,東 京南の各ステーキ部 より

約360名 の独身成人が参加.し開催 された。

｢燃 やせ信仰
,つ かめ愛!｣を キャッ

チフ レーズに進められたこのカンファレ

ンスにあつて,25に 分 かれたグループの

それぞれの活動 とそれをリー ドしたグル

ープ リーダーの準備 と働 きは目を引 くも

のがあった。一つ一つのグループには個

性あふれる名前がつけられ,ユ ニークな

グループ旗が用意 された。中にはそろい

はつ ぴ

の法被や点滅灯 を使 った名札というアイ

デアもあった。

カンフ ァレンスは,グ ル ープ単位で活

動が進み,交 歓会 や レク リエーション活

動 に加 えて,早 朝ダンスパーティー.や夜

中のきもだめ しなどを楽 しむグループ も

現われた。

各 ステーキ部で準備 されたプログラム

も参加者を啓発 し,燃 えあが らせる機会
の

となった。1日 自夜のカル チャーナイ ト

では,｢光｣を テーマにした発表が繰 り広

げられ,歌 や劇,ス ライ ドショー,ダ ン

ス,ミ ュージカルなどがあり,今 回は色彩

を使 った影絵 の中にイエス･キ リズ トの

シルエッ トを うまく表現 した町 田ス テ

ーキ部が優勝 した。一方,横 浜 ステーキ

部が担当 した2日 目朝の運動会 では,3

10

ステーキ部ずつが紅 白に分 かれ,種 々の

競技 に汗 と熱気がうずまき,東 京,東 京

南,横 浜 ステーキの連合｢白 組｣が 勝利.

を飾 った。

一人一人の心 を広げ
,心 を通わせた活

動 には,2日 目夜のダンスパーティーが

あげ られる だろ う。昼間 の運 動会でち

ょっぴ り日焼 け した兄弟,姉 妹 の姿が

やさしく揺れていた。もうひとつ,.さ わ｢

やかな印象を投げかけたプログラムに,

ヤ ング･ス ペシャルのための活動 の時間

があった。約80名 のヤング･ス ペシぜル

が唱同に会 してゲームや記念撮影 をし,

その時間 は,落 ち着いた,和 んだ空気 が

流れていた。

セミナーの時間には,渋 谷 インスティ
じやはな

テユー トからの謝花良康兄弟,吉 野和洋

兄弟の両講師 をはじめとし,地 区代表,

各 ステーキ部長 の8名 で7つ のクラスが

準備 された。セ ミナーを通 して語 られた

言葉 の中には,｢デ ー トは,良 きもので

す。 目的を持 ち,知 恵を使 うとき,良 き

デー トをすることがで きます。｣(吉野兄

弟)｢何 によって,神 の栄光 を表わすかと

考 え,実 行 しようとするとき,自 分 の力

以上 のものが発揮 されます｣(新 山兄弟)

な ど,講 師の率直な意見やア.ドバイス,

厳 粛な証が兄弟,姉 妹 たちの心を貫 き,

伝 道 に出 る決意をした人,.神 殿結婚 を目

標 にすることの大切 さに感銘 を受 けた人,

またバプ テスマを受ける決心 をした人々

がいた。霊的 に高め られた参加者 には,

このあとのキャンプファイヤーのときに屋

外 に出て見た富士の稜線,夜 空に輝 く星

の多さに,主 の深遠 な愛を感 じずにはい

られなか ったようだ。

4日 目の朝からの証会 は,5部 屋 に分

かれて行 なわれ,全 貝が証 を分 かち合 う

こととなった。 中には,証 を歌 で表現す

る人やグループがあった。 また,バ プテ

スマの決意を表明 した参加者に思わず拍

手が送 られた会場な どもあった。｢天の王

国にいるみたいな気持 ちでした｣と 感想

をもらす人 もいた。

こうして4日 間のカンファレンスを通

して友人の和を広げ,力 強い証 を得 て,

参 加者はそれぞれ様々な決意をしたよう

であった。｢顔 を知 ってる人 たちの こと

蒼

τ
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｢

,各 地 の た よ り.ず 一

､

好 みのレク リエーションを選択 する。 分 かれての証会。 聖徒 らの集 う開催地をシオンとし,｢エ ノ

私のグループはオ リエンテー リングで 司会者 はひ とり2分 を強調 した。窓か... クの市のように.天に取 り上 げられ よう｣

あった。地図と磁石iはリーダーに任せて,

ほかの人 はピクニック気分 だ。

しか.じ,青 木ケ原 を抜 けて,紅 葉台,

らは富士.山と樹海が見 える。｢新 しい歌｣

を紹介するグループでの証 もあ り,皆 の
r

霊体 も光 り輝 いて いる。 ジョセブ･ス ミ

という壮大 なもので した。
,､

7月27日,.1‡ 曜 の夕べには,そ の前夜､

僚 が行 なわれました..:やむ を得 ない事情.

足和 田山のふもとと,約2時 間,た っぷ ､スの霊 を身近 に感 じ,強 い感動を覚えたb
冷..

でカンファレンズに参加でき塗怜人には

り歩 いた。途 中,コ ースをまちがえて紅 ひとり2分 の約束どおり終わつて虹司..
早
....

.その楽 しさめ先取 り.を軌､ま%初 参加め入〆.1.

葉 台 まで登 り,西 湖 を展望できたのは幸 会者の方が慌 てて.しまった。.めず らし い に1瞳 の不筆拳解消レ迄券ら鳳 ,.み碑 穿

いであった。必 死の リーダーの頑張 りも こ とだ そ う だ 。 一
浮㌔㌦.',

あ り,ま た,従 順に我々 も従って駆 け足

をした りと,し かし,時 間オーバーで成
L

績 は4位 であった。

私 も求道者の.ひとりと.し.て証させ て も.

ら った。
.＼

このサマーキ㌣ ス .(グリ高ンカ耽

㍗･.. 一.　 ･し､_..｢

湾 鼠簸 婁灘欝 欝轟･ll∴{
ジ 過 ご し ま し 海bl.,･誓 存｢.

長い昼休 みがあって夕方 からセ ミナー。 ファレンス)に 参加す 蓄･には相.当の決断 8.月14日 ∴ いよいよカ ンブ ナレンズめ..

｢研修 会｣と いうか らには連 日の講義 を が必要であろう'。自分の結婚相手 を見つ 始まりです。その晩に行なわれた発表は
'

予想 したのであるが,｢講 話｣は,あ とに けるとかいっ.た目先ゐ結果だけを求めてヤ
すば うしいものでした。歌 と踊 り,ス ラ

も先 に も,･こ の3時 間 だ け で あ っ た 。 来 た人にとってはキビシイ現実 しかない｣ イ ドの構成でオープニングを飾 うた 川越

私が参加 したセ ミナーの講師 は｢新 山 しかし,人 生の分岐点 にある青年たち ワー ド部ジ教会員の1｢週 間 を生 き生 きと

靖雄｣と いう人で,ス テー.キ部の リーダ が横の連帯を得る.ためには,.一 人一人が
'描 いた中野 ワー ド部

,.沈 滞 し.た状態から

一であり
,あ る会社 の経営者でもあるそ タり大きな目標.を持つ必要があ.る。そ の カンファレンスに向.けて燃え.あがった過

うだ。.40過 ぎで,モ ルモ.ン教会 には1960. 大 きな 目的は,あ る人にとっでは結婚 で 程 を再現して見せた浦和 ワー ド部,ま た

年頃入ったそうであ.る。語る内容は原則. あ り,あ る人にとっては仕事 であろ.う。､
B

｢ネ バ ー･エ ン.デ ィ ン グ･ラ ブ･ス ト ー リ

的なごとであるが,実 践に裏づけられた
.
自分 の人生 をどう生 きるのか。 そういう 一｣と いうオ リジナルの劇 でモルモン経

言葉であ.るから.聞.く.人の心に響く。参加 目的意識を発見し得た人は幸福怒と思う。 を証 した豊島ワ｢ド 部 や,`独 身成人で集

した青年たちに.と.って,あ まり多くの｢こ

㌔曳
..8月.呂日,私 は富士の宮浅聞神社,湧 会がほとん.ど持てなか.ったにもかかわら

と ば｣は い ら な い 。`こ の4日 間 の キ ャ ン..'
.玉池 で.｢み そぎコを しでいるb:あ る神 道 ず｢ア ヒルの行　山 牽発表･レて童心に返

プを引き締めるには3時 間で十分であっ グループが主催で,霊 学研究家たちφ誘. ることを教えてくれた越谷ヴー ド都 など,

た 。 いで参加 した。.｢モルモ ン教会 の研修会｣ みな苦労 が忍ばれる,胸 を熱 くするよう
ρ

夜はキ ャンプフナイアリ。空は雲ひとっ

なく,天 の川 もはっきり見える。初 めて.

とは何の関係もないが,霊 峰富士の南側､｢

1

と北側 で,そ れぞれ｢水｣と.｢霊｣に 首

な内容で した。

2日 目は,.ワ ー ド部を越えて構成 され

｢天 の川｣を 見た という人 もいて感動的 まで浸 っ℃｢み そぎ｣と｢洗 礼｣を 受け た兄弟姉妹合わせて10人程度の12のグル

な 空 で あ っ た 。' たことは確 かである。.戦後40年 目の夏を
一プが
,.そ れぞれの個性 を発揮 しました。.

ゴ..`.

4日 目は,午 前中｢証 会｣,そ して,閉 有意義に通過 した.と思 う。(ひ らい･と し グループ対抗のオリエンテー リングに知

会式,解 散である。60人 単位,5教 室 に お1948年 生 まれ) 力,体 力を使ったあと,昼 食は野外炊事
一

とな.りました。午後は得 意種 目:ごとに分

かれて球技大会を行ない,夜 には指導者

東京北ステーキ部サマ噸カンファレンス
である大石兄弟のお話のあとに;私 たち

､にとってTエ ンジョイ｣と は何かについ
一｢喜 び｣ .の本質を見づめた4臼 間 一 て語 り合 う機会を持 ちました。そこでは,

私 たちのすべてに,真 の喜びとは,ま た
.
その喜びの共通の源について教えてくれ

な た 方 は,主 に あ っ て い つ も喜｢あ
び.なさい｣(ビ リ じ4:4)

参加 も含め128名 ℃,初 めて教会 の活動 に
.

集った求道者も含めて84名が証を述べま

る不思議 な力を感 じること.ができました。

白日目,や や曇 り空の下,私 たちはバ

去 るS見17日,御 殿場の国立青年の家 し た。 スで富士山の5合 目に向けて出発レまし

において開かれた東京北ステーキ部の独 東京北 ステーキ部には5つ のユニット た。そこから徒歩で6合 目まで登 り,あ

身成人サマーカンファレンスは,『合言葉 がありますが,各 ユニ ットから2名 の実 とは宝永山の火口を見ながら下 ってくる

を｢レ ッ ツ･エ ン.ジ ョイ!｣に,天 候 に 行委員.が召 され,4月 の初 め,委 貝長の コ ー ス で す 。 これ は,今 回 の カ ン フ ァ レ

.も恵 まれた4日 間のプログラムを無事 に
高橋賢次兄弟から各委員にカンファレン ンスで最 も印象深かったという声が多く

終 えることができまし た。参加者 は途中, スのビジョンが語 られ ました。 それは, 聞かれた計画でした。途中,交 通渋滞に

許.･:
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各 地 の た よ り

夜 には全体プログラムが組 まれ,初 日

は各 ワー ド部,支 部を代表する兄弟たち

によって個性 と霊性 を競 い合 う｢高 崎･

長 野･新 潟地区第1回 美少年 コンテス ト｣

が行 なわれました。2日 目にはダンスグ

ループによるデモンス トレーションや軽

音楽 グループによる伴奏などの工夫 を凝

らしたダンスパ ーティーが催 されました。

3日 目の夜には演劇グル ープにより｢夕

鶴｣が 熱演され,そ の後キャンプファイ

アーでゲームと歌 を楽しみ,参 加者みずか

らが創 り上げた大会 もクライマ ックスを

迎えました。最終 日には,短 い時間でし

たが,大 会で得た証を述べようとす る兄

弟姉妹たちにより霊的な証会 を持つ こと

ができました。

私 たち地方の独身成人の活動は,中 央

のそれ と比較 して,地 理的,人 員的制限

を受 けることが多く,積 極 的な交流 を図

ることがむずかしい状態にあります。この大
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会 のテーマ別 グループ活動を通 して,ヨ

セブのように自分 自身の環境 を克服 し,

実 りある活動 を行 なうことこそ,主 が望

んでお られることであると知 りました。

また,大 会開催 に当たっては｢単 にプ

ログラムを消化するのではなく,参 加者

一人一人が積極的に大会を作 りあげ
,依

存ではない協働による友情を広げる｣こ

とを目標 に,実 行委員会は準備 を重ねて

きました。現在各グル ープで積極的に｢次

はこれ をしよう｣｢今 度 はいつに しよう

か｣な どの声が上がってお り,ひ とつの
はぐく

目的に向かって協力 したときに育 まれる

友情のすば らしさと天父の助けを知 るこ

とができました。

これからも｢よ り創造的｣な 大会が主

の導きによ り行 なわれることで しょう。

(レポーター:高 崎ステーキ部独身成人

夏の大会実行委員長･吉 次真一)
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127万人のにぎわい 徳島の阿波踊り
一｢踊 る阿保に見る阿保 同 じ阿保なら踊らなソンソン｣一

去
る8月12-15日,徳 島市 において

阿波踊りが行 なわれ,私 たちは13

-15日 ,末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教

会から連 を作 って演舞場に繰 り込み まし

た。

きっかけは,独 身成 人活動 の メ ンバ

ーか ら,今 年 はどうして も踊 りたいとい

う意見が強く出たことで した。早速6月

から週1回 木曜B夜8時 一9時 までの練
あい ば はま

習をスター トし,藍 場浜公園では,有 名

連｢阿 呆連｣の 方 たちの指導 も受 けまし

た。･

私 たちは是非 ともこの活動 を伝道 に役

立てたいと思 いました。 そこで,教 会の

名 を出す ことをステーキ部,監 督会から

認めてもらい,連 の名前 を決定するとと'

もにいろいろな責任を決めました。 また

教会集合,教 会 で解散す るようにも徹底

しました。連の名前は,募 集 して｢踊 う
たかはりちようちん

か連｣に ようやく落 ち着 き,高 張 提 燈 に

｢末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会｣｢踊 う

か連｣の 文字 を入れ ました。
なり

ただ,｢よ しこの｣の リズムを奏でる鳴
もの

物の費用がかか り過ぎるために,そ れら

を当 日しか借 りることができなかったの

が残念で した。 しか しさすが独 身成人活
かね

動のメンバー,短 時間で太鼓 と鉦の基本

リズムをマスターしたのでした。

8月13日,い よいよ本番 間近,教 会で
ゆか た はつ ぴ

浴衣 と法被 に着替 え,少 しリハーサルを

しました。姉妹 はほとん ど女踊 り,兄 弟

は男踊 りです。午後6時30分,お 祈 りを

していざ出陣。市役所前はこむので,幸

町演舞場の順番 を取 りました。

ここは,観 客収容1,200人 で演舞場全長

72メ ー トル。待 ち時間も比較的短 く,緊

張 しなが らも初踊 りを終えて感激 しまし

た。何 と言 っても場 内アナ ウンス,｢踊 う

か連 の皆さんです……｣を 聞いたときは,

本 当にうれしかったです。

次 に両国演舞場へ と進みました。～ここ

は観 客 収容3,400人,演 舞 場全 長203メ

ー トル。約2時 間待 ち,そ の間に リハーサ

ルを数回。午後9時20分,い よいよ踊れ

るとみんな張 り切 って踊 りました。 ここ

でライリー長老 が阿波踊 り賞をもらった

のです。彼 は体 を生 かしたパワフルな踊

りで頑張 りました。大変長かったので,

みんなパテて しまいました。写真を写 し

て教会へと向かい,お 祈 りをして解散 し

ました。
こんやまち

14日 午後6時40分,紺 屋町演舞場観客

収容5,100人,全 長111メ ー トル。教会を

出る前に,青 少年 センターのサークル活
あし た

動の人から｢明 日ん連｣と 合 同で踊って

欲 しいという電話があり,こ れはしめた

14
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各 地 の た よ り

す。

毎月,全 国の系図提出表 を見ます と,

系図活動が盛んなステーキ部がいくつか

あります。その数字だけで,エ ライ ジャ

のみたまがその指導者の方 たちに降 り注

がれ,力 あるみ業が行 なわれていること

を強 く感 じます。 そして私 たちの励 みと

なり,頑 張ることができます。系図活動

とともに当ステーキは,各 月にバスで神

殿訪問をしてお ります。その度に,神 殿

長会 をはじめ職員の方々のお世話 にな り

深 く感謝 してお ります。

日本 には昔からとて も良い習慣があ り
ひ がん

ます。春,秋 の彼岸と夏の盆 にお墓 へ行

き,先 祖の供養 をすることです。 また郷

土 には寺 や寺院 があ り,そ れ らの所で

系図の資料 を探 すこともできます。この

良い習慣を通 して,少 なくとも年 に2回

は系図 をもう1度 開 いてみては どうで

しょうか。身内でだれか亡 くなっている

人を見つけるか もしれません。

現在,当 ステーキ部 では美濃(岐 阜県)

の人名抄出を行 なっています。 およそ4

万 人以上の亡 くなった方々の古 い記録で

す。 この責任には8名 の兄弟,姉 妹 が召

されて頑張 っています。

私 たちは,故 マーク･E･ピ ー ターセン

長老の言われるように,｢神 殿 に行 く･｣だ

けではなく,自 分の家族,自 分 の親族 を

救 うという,神 が課 しておられる責任 を

全 うするよう努力 していきたい と思って

います。(レポーター:名 古屋西ステーキ

部系図担当高等評議員･中 島初 男)

各ユニ ッ トに定;期的に配付 さ'れる｢会

報｣に,先 月次のような指示が 出た。

■モルモン経配布プログラム

モルモン経には人を改宗 に導 く大きな

力がある。すべての教会員は,ま だ教会

員でない人々へのモルモン経の販売や配

布に,積 極的 に参加すべきである。神権

指導者や会員は,あ らゆる正 しい手段を

用いてモルモン経を普及させ,ひ とりで

も多くの人々にこの神聖な書物を手にす

る機会を与えるように奨励されている。

会員たちはこれまで様々な工夫を凝 らし

て,､モ ルモン経を配布する 自分なりの方

法を考案 してきた。これは大いに奨励す

べきものである。一般には,次 のような

配布 プログラムが行なわれている。

1,教 会外の友人に会員から直接贈る。

(誕生 日,記 念 日,入 学,卒 業,そ

の他特別な機会)

2,家 族 が参加するモルモン経プログラ

ムを実施する。(｢聖 徒の道｣1977年

H月 号,p.564参 照)

3.図 書館へ寄贈する。

4.展 示会やファイヤサイ ドの会場,訪

間者センター,そ の他教会主催の行

事が行なわれる場所で展示する。

5.ホ テル,職 場,書 店,交 通機関の待

合室,そ の他大勢の人々が出入 リす

る場所 に置いてもらう。

七十人定員会とステーキ部伝道部が,

管 轄地域のモルモ ン経配布 プログラムを

管理･推 進する任 に当たるとよい。(｢会

報｣1985年 第21号 よ リ)

このプログラムについてはかな リ前か

ら提案されていたが,東 京ステーキ部の

兄弟姉妹たちは,ユ ニークな方法でこの

提案を実行 に移 している。現在モルモン

経配布を中心に伝道 している地元出身の

宣教 師 にll3冊 の モルモン経をプレゼ.ン

トしたのである。ここに,プ レゼ ン トを

受けた井上賢一長老の証を紹介す る。

1月2紐 のモル モン経配布

頓
福岡伝道部専任宣教師

東京ステーキ部
吉祥寺ワード部出身

井上 賢一長老

任宣教師 として伝道に出た当初か､

専 ら,啓 示 と霊感のみたまによって
書かれたキ リス トの証であるモルモン経

を世 に出すことの大切 さを学んだ私は,

伝 道部の指示 に従 って1日2冊 のモルモ

ン経を配っていました。

続 けて配るうちにお金が少なくなって

困っていると,ホ ームワー ド部の会員か

ら｢何 でも手伝いますから言って くださ

い｣と いう手紙をいただき,早 速モルモ

ン経配布 プログラムの援助をお願いする

手紙を書き送 リました。

するとうれ しい ことに愛する兄弟姉妹

た ちか らlI3冊 の モルモン経をプレゼン

トされたのです。別途で届いた手紙には,

5つ のワー ド部の会員(約25名)か ら贈

られた旨が記されていま した。-自分の体

重よりも重いプレゼ ン トを目にして,知

らないうちに見えない ところで払われた.

犠牲 と信仰に心から感謝 しま した。

友であ リ兄弟姉妹である会員たちから

贈られたプレゼ ン トのモルモン経は,主

の備え られた賢い手段であることと,そ

れが人の 目に小 さく見えても実は偉大な.

奇 跡をもた らすかなめ石 であることを証

します。､･

主がその完全な知恵と力とをもって世

に出 して くださったモルモ ン経 に対 して,

私 たちが信仰を示 し,福 音を待っている

人々に主の愛を伝える手助けができるこ

叱 は どれほど主を喜ぱせることでしょう

か。そしてその行ないに対する私たちの.

喜 びはどうで しょうか。主め示 して くだ

さったこの小さな手段1き従って信仰を表･'

わすならば,私 たちは大きな収獲が得 ら

れる ことを知 ってい ます。神は生きてお

られ,私 たちを愛してくださっています。

これは私たちの心を真に幸福 にするに十

分な真理であることを証 します。

1編 集室から

●心に残った記事の感想文,各 地の話

題や行事,｢日 々の恵み｣コ ーナーの

証,｢職 業 と信仰シリーズ｣,カ ットな･

どをお送リください。来年度1月 号掲

載分の締切はll月 目日(必 着)で す。

投稿には必ず連絡先(電 話番号)を 記

入してください。

●あて先:〒106東 京都港区南麻布5
-10-30末 日聖徒イエス･キ リスト

教会｢聖 徒の道｣編 集室 費03-444-

5264
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